
(57)【要約】

本発明は、固定保持装置（２，３１１）によって２つの

保管手段および／または搬送手段を連結するための装置

（１）に関する。ただ一つの操作装置（３００）の使用

により、固定保持装置（２，３１１）と揺動装置（２６

，１２６，１２６）を交互に（すなわち、同時にでなく

）駆動可能である。例えば駆動軸（３０１）を９０°回

転させることによって、連結された２個の容器の接続短

管（１０，１００，１００′）を固定保持装置（２，３

１１）を介してロック位置に配し互いに動かぬようにロ

ックできる。これにより、接続短管の分離が不可能にな

ると共に、接続短管（１０，１００，１００′）内の閉

鎖フラップ（２０，１２０）によって接続短管（１０，

１００，１００′）が互いに確実にシールされる。続い

て駆動軸を９０°から１８０°に更に回転することによ

って、閉鎖フラップ（２０，１２０）が揺動装置（２６

，１２６，１２６）を介して開放され、製品の詰め替え

が可能となる。駆動軸を逆回転して１８０°から９０°

に戻すことにより、閉鎖フラップ（２０，１２０）は再

び閉鎖され、更に９０°から０°に逆回転することによ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 端 部 の 第 １ の 接 続 短 管 内 に 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ を 備 え た 第 １ の 保 管 手 段 お よ び ／ ま
た は 搬 送 手 段 か ら 、 第 ２ の 端 部 の 第 ２ の 接 続 短 管 内 に 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ を 備 え た 第 ２ の
保 管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 に 製 品 を 移 送 す る た め に 、 揺 動 装 置 と 固 定 保 持 装 置 を 使
用 し て 、 容 器 、 コ ン テ ナ 、 管 お よ び ／ ま た は そ の 類 似 物 の 形 を し た ２ つ の 保 管 手 段 お よ び
／ ま た は 搬 送 手 段 を 連 結 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 こ の 揺 動 装 置 と 固 定 保 持 装 置 に よ っ て
、 両 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 閉 鎖 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 と 開 放 位 置 に 移 動 可 能 で あ り 、 か つ 開 放 位 置
か ら ロ ッ ク 位 置 と 閉 鎖 位 置 に 移 動 可 能 で あ り 、 前 記 閉 鎖 位 置 に お い て 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ
が 第 １ の 端 部 の 第 １ の 保 管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 を 大 気 に 対 し て 密 封 閉 鎖 し 、 第 ２
の 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 第 ２ の 端 部 の 第 ２ の 保 管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 を 大 気 に 対 し て 密
封 閉 鎖 し 、 両 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 両 接 続 短 管 が 相 対 的 に 動 く こ と が で き 、 前 記 ロ
ッ ク 位 置 に お い て 両 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 両 接 続 短 管 が 互 い に 固 定 連 結 さ れ 、 前 記
開 放 位 置 に お い て 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 接 続 短 管 が 互 い に 固 定 連 結 さ れ 、 第 １ の 保
管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 か ら 第 ２ の 保 管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 へ の 、 製 品 用
の 少 な く と も １ つ の 流 通 開 口 が 開 放 し て い る 、 上 記 装 置 に お い て 、 操 作 装 置 （ ３ ０ ０ ， ３
０ １ ， ３ ０ ２ ， ３ ０ ３ ， ３ ０ ４ ， ３ ０ ５ ， ３ ０ ６ ， ３ ０ ７ ， ３ １ ４ ， ３ １ ５ ， ３ １ ６ ） を
備 え 、 こ の 操 作 装 置 に よ っ て 、 固 定 保 持 装 置 （ ２ ， ３ ， １ １ ） が 閉 鎖 位 置 か ら 両 保 管 手 段
お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 を 互 い に シ ー ル す る ロ ッ ク 位 置 へ の 切 換 え の た め に 駆 動 可 能 で あ
り 、 そ し て 揺 動 装 置 （ ２ ６ ， １ ２ ６ ， １ ２ ６ ′ ） が 開 放 位 置 へ の 移 動 お よ び そ れ に 続 く 開
放 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 へ の 移 動 の た め に 駆 動 可 能 で あ り 、 そ し て 固 定 保 持 装 置 （ ２ ， ３ ，
１ １ ） が ロ ッ ク 位 置 か ら 閉 鎖 位 置 へ の 切 換 え の た め に 駆 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
操 作 装 置 が 駆 動 軸 （ ３ ０ １ ） と 少 な く と も ２ 本 の 出 力 軸 （ ３ ０ ６ ， ３ １ ６ ） を 有 す る 伝 動
装 置 （ ３ ０ ０ ， ３ ０ １ ， ３ ０ ２ ， ３ ０ ３ ， ３ ０ ４ ， ３ ０ ５ ， ３ ０ ６ ， ３ ０ ７ ， ３ １ ４ ， ３
１ ５ ， ３ １ ６ ） を 備 え 、 両 出 力 軸 （ ３ ０ ６ ， ３ １ ６ ） が 駆 動 軸 （ ３ ０ １ ） に よ っ て 交 互 に
駆 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
固 定 保 持 装 置 （ ２ ， ３ ， １ １ ） が 一 方 で は 第 １ の 出 力 軸 （ ３ ０ ６ ） に 、 他 方 で は 両 接 続 短
管 （ １ ０ ， １ ０ ０ ， １ ０ ０ ′ ） に 作 用 連 結 さ れ 、 固 定 保 持 装 置 （ ２ ， ３ ， １ １ ） が 好 ま し
く は 第 １ の 接 続 短 管 （ １ ０ ） と 第 ２ の 接 続 短 管 （ １ ０ ０ ， １ ０ ０ ′ ） の 間 の 接 続 部 材 （ ２
） を 備 え 、 こ の 接 続 部 材 が 特 に 少 な く と も １ 個 の 差 込 み 継 手 （ ３ ， １ １ ） を 介 し て 両 接 続
短 管 （ １ ０ ， １ ０ ０ ， １ ０ ０ ′ ） を 互 い に ロ ッ ク ま た は ロ ッ ク 解 除 す る た め に 、 第 １ の 軸
線 回 り に 回 転 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
揺 動 装 置 （ ２ ６ ， １ ２ ６ ， １ ２ ６ ′ ） が 一 方 で は 第 ２ の 出 力 軸 （ ３ １ ６ ） に 作 用 連 結 さ れ
、 他 方 で は 第 ２ の 軸 線 回 り に 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ ２ １ ， １ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） を 回 転 さ せ る た め
に 両 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ ２ １ ， １ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） の 少 な く と も 一 方 に 作 用 連 結 さ れ 、 揺 動 装
置 が 好 ま し く は ２ 本 の 半 軸 （ ２ ６ ， １ ２ ６ ， １ ２ ６ ′ ） を 備 え 、 第 １ の 半 軸 （ ２ ６ ） が 第
１ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ ２ １ ） に 固 定 連 結 さ れ 、 第 ２ の 半 軸 （ １ ２ ６ ， １ ２ ６ ′ ） が 第 ２ の 閉
鎖 フ ラ ッ プ （ １ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） に 固 定 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は
３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
閉 鎖 フ ラ ッ プ （ ２ １ ， １ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） お よ び ／ ま た は 接 続 短 管 （ １ ０ ， １ ０ ０ ， １ ０
０ ′ ） が 少 な く と も 部 分 的 に 互 い に 固 定 連 結 さ れ て い る ロ ッ ク 位 置 と 閉 鎖 位 置 と の 間 お よ
び ／ ま た は 開 放 位 置 と ロ ッ ク 位 置 と の 間 で 、 清 掃 位 置 に お い て 大 気 と 製 品 に 対 し て 閉 じ た
清 掃 室 （ ４ ０ ０ ） を 画 成 す る た め に 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ ２ １ ， １ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） が 少 な く
と も 領 域 的 に 互 い に 離 隔 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載
の 装 置 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-507416 A 2004.3.11



【 請 求 項 ６ 】
接 続 部 材 （ ２ ） が 少 な く と も １ 個 の 突 起 ま た は 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ） を 備 え 、 接 続
部 材 （ ２ ） の 各 々 の 突 起 ま た は 各 々 の 凹 部 （ ３ ） が ロ ッ ク 位 置 で 第 １ の 接 続 短 管 （ １ ０ ）
お よ び ／ ま た は 第 ２ の 接 続 短 管 の 凹 部 ま た は 突 起 （ １ １ ） に 固 定 係 合 し 、 特 に 開 放 位 置 と
ロ ッ ク 位 置 の 間 で 接 続 部 材 （ ２ ） を 第 １ の 軸 線 回 り に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 閉 鎖 フ ラ ッ
プ （ ２ １ ， １ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） を 互 い に 離 れ る よ う に 動 か す か あ る い は 特 に 閉 鎖 位 置 と ロ
ッ ク 位 置 の 間 で 閉 鎖 フ ラ ッ プ を 互 い に 近 づ く よ う に 動 か す た め に 、 好 ま し く は 接 続 部 材 （
２ ） ま た は 接 続 短 管 の 各 々 の 突 起 （ １ １ ） ま た は 各 々 の 凹 部 が 少 な く と も 領 域 的 に 第 １ の
軸 線 に 対 し て 角 度 を な し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ ２ １ ） が 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ２ ３ ） お よ び ／ ま た は 隆 起 部 を 有
す る 第 １ の 端 面 （ ２ ２ ） を 備 え 、 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ １ ２ １ ） が 第 １ の 端 面 （ ２ ２ ） に
対 応 す る 第 ２ の 端 面 （ １ ２ ２ ） を 備 え 、 両 端 面 （ ２ １ ， １ ２ １ ） が 少 な く と も 開 放 位 置 で
互 い に 封 隙 的 に 接 触 し 、 好 ま し く は 清 掃 位 置 に お い て 端 面 （ ２ ２ ， １ ２ ２ ′ ） が 少 な く と
も 凹 部 （ ２ ３ ） お よ び ／ ま た は 隆 起 部 の 範 囲 に お い て 互 い に シ ー ル さ れ 、 清 掃 室 （ ４ ０ ０
） が ほ ぼ リ ン グ 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
開 放 位 置 に お い て 流 通 開 口 （ ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ ′ ） を 拡 大 す る た め に 、 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ
（ ２ １ ） が 第 １ の 端 面 （ ２ ２ ） と 反 対 側 に 少 な く と も １ つ の 第 １ の 凹 部 （ ２ ４ ） を 備 え 、
お よ び ／ ま た は 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ １ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） が そ の 第 ２ の 端 面 （ １ ２ ２ ， １
２ ２ ′ ） と 反 対 側 に 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 凹 部 （ １ ２ ４ ， １ ２ ４ ′ ） を 備 え 、 好 ま し く
は 第 １ の 凹 部 （ ２ ４ ） お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凹 部 （ １ ２ ４ ， １ ２ ４ ′ ） が ほ ぼ 球 面 状 の 切
欠 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
開 放 位 置 に お い て 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ ２ １ ） の 少 な く と も 一 部 が 第 ２ の 接 続 短 管 （ １ ０
０ ） に 係 合 し 、 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ １ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） の 少 な く と も 一
部 が 第 １ の 接 続 短 管 （ １ ０ ） に 係 合 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一
つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ ２ １ ） お よ び ／ ま た は 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ １ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） が
、 第 １ の 接 続 短 管 （ １ ０ ） お よ び ／ ま た は 第 ２ の 接 続 短 管 （ １ ０ ０ ） の 少 な く と も １ つ の
部 分 リ ン グ 状 の 凹 部 （ １ ２ ， １ ０ ２ ） に 係 合 さ せ る た め の 少 な く と も １ 個 の 部 分 リ ン グ 状
の 突 起 （ ２ ７ ， １ ２ ７ ， １ ２ ７ ′ ） 、 好 ま し く は 互 い に 向 き 合 う 部 分 円 状 の ２ 個 の 突 起 を
、 第 ２ の 軸 線 に 対 し て 同 心 的 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 、 第 １ の 接 続 短 管 お よ び ／ ま た
は 第 ２ の 接 続 短 管 の 少 な く と も １ つ の 部 分 円 状 の 凹 部 に 係 合 さ せ る た め の 少 な く と も １ つ
の 部 分 リ ン グ 状 の 溝 、 好 ま し く は 互 い に 向 き 合 う 部 分 円 状 の ２ つ の 溝 を 、 第 ２ の 軸 線 に 対
し て 同 心 的 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
第 ２ の 軸 線 が 第 １ の 軸 線 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ １ １ の い ず
れ か 一 つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ （ ２ １ ） が パ ッ シ ブ 弁 （ ２ ０ ） の 一 部 で あ り 、 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ （
１ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） が ア ク テ ィ ブ 弁 （ １ ２ ０ ） の 一 部 で あ り 、 好 ま し く は 第 ２ の 半 軸 （ １
２ ６ ） が 第 ２ の 出 力 軸 （ ３ １ ６ ） に 固 定 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ２
の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
清 掃 装 置 を 備 え 、 清 掃 位 置 に お い て こ の 清 掃 装 置 を 介 し て 、 流 体 清 掃 剤 が 閉 鎖 さ れ た 清 掃
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室 内 に 供 給 可 能 で あ り 、 か つ 清 掃 室 か ら 排 出 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ～ １ ３
の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 第 １ の 端 部 の 第 １ の 接 続 短 管 内 に 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ を 備 え た 第 １ の 保 管 手 段
お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 か ら 、 第 ２ の 端 部 の 第 ２ の 接 続 短 管 内 に 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ を 備
え た 第 ２ の 保 管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 に 製 品 を 移 送 す る た め に 、 揺 動 装 置 と 固 定 保
持 装 置 を 使 用 し て 、 容 器 、 コ ン テ ナ 、 管 お よ び ／ ま た は そ の 類 似 物 の 形 を し た ２ つ の 保 管
手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 を 連 結 す る た め の 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 こ の 揺 動 装 置
と 固 定 保 持 装 置 に よ っ て 、 両 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 閉 鎖 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 と 開 放 位 置 に 移 動 可
能 で あ り 、 か つ 開 放 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 と 閉 鎖 位 置 に 移 動 可 能 で あ り 、 前 記 閉 鎖 位 置 に お
い て 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 第 １ の 端 部 の 第 １ の 保 管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 を 大 気 に
対 し て 密 封 閉 鎖 し 、 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 第 ２ の 端 部 の 第 ２ の 保 管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬
送 手 段 を 大 気 に 対 し て 密 封 閉 鎖 し 、 両 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 両 接 続 短 管 が 相 対 的 に
動 く こ と が で き 、 前 記 ロ ッ ク 位 置 に お い て 両 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 両 接 続 短 管 が 互
い に 固 定 連 結 さ れ 、 前 記 開 放 位 置 に お い て 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 接 続 短 管 が 互 い に
固 定 連 結 さ れ 、 第 １ の 保 管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 か ら 第 ２ の 保 管 手 段 お よ び ／ ま た
は 搬 送 手 段 へ の 、 製 品 用 の 少 な く と も １ つ の 流 通 開 口 が 開 放 し て い る 、 装 置 に 係 る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
こ の よ う な 装 置 は 例 え ば 英 国 特 許 第 ８ ８ ８ ， ５ ４ １ 号 明 細 書 に よ っ て 公 知 で あ る 。 こ の 公
知 の 装 置 の 場 合 、 接 続 短 管 が 相 対 的 に 回 転 可 能 で あ る 。 そ の 際 、 接 続 短 管 を 相 対 的 に 回 転
さ せ る こ と に よ り 、 差 込 み 継 手 が ロ ッ ク ま た は ロ ッ ク 解 除 さ れ 、 同 時 に 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 閉
鎖 位 置 か ら 開 放 位 置 に あ る い は 開 放 位 置 か ら 閉 鎖 位 置 に 強 制 的 に 動 か さ れ る 。 そ れ に よ っ
て 、 ロ ッ ク 位 置 は 開 放 位 置 と 一 致 す る 。 こ の よ う な ロ ッ ク は 特 に 、 閉 鎖 位 置 か ら 開 放 位 置
へ の 交 代 中 ま た は そ の 逆 の 間 に 、 １ 個 だ け の 差 込 み 継 手 が 使 用 さ れ る の で 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ
が 不 意 に 互 い に 分 離 さ れ る と い う 欠 点 が あ る 。 更 に 、 開 放 位 置 で の 製 品 移 送 ま た は 詰 め 替
え の 前 お よ び ／ ま た は 後 で 、 大 気 お よ び ／ ま た は 詰 め 替 え 製 品 の 汚 染 を 回 避 す る た め の 清
掃 が ロ ッ ク 位 置 で は 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
更 に 、 独 国 特 許 第 １ ９ ５ ２ ０ ４ ０ ９ 号 明 細 書 に よ っ て 、 吹 き 付 け 兼 吸 い 出 し 装 置 を 備 え た
容 器 を 連 結 す る 装 置 が 公 知 で あ る 。 こ の 装 置 は そ れ に よ っ て 行 わ れ る 詰 め 替 え 工 程 の 前 お
よ び ／ ま た は 後 で 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 清 掃 を 可 能 に す る 。 そ の 際 、 シ ー ル が 使 用 さ れ る 。 こ
の シ ー ル は 、 好 ま し く は １ ５ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 間 隔 の 場 合 に 、 閉 鎖 フ ラ ッ
プ の 間 に あ る 空 間 、 す な わ ち 突 き 合 わ せ 室 を 外 部 に 対 し て シ ー ル す る 。 こ の 場 合 、 突 き 合
わ せ 室 の 軸 受 ブ ッ シ ュ の 範 囲 が シ ー ル さ れ な い と い う 欠 点 が あ る 。 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 少 な く
と も 一 部 に 対 す る 突 き 合 わ せ 室 の シ ー ル は 、 独 国 特 許 第 ２ ９ ９ ５ ９ ７ ３ 号 明 細 書 に 記 載 さ
れ て い る 。 突 き 合 わ せ 室 に 対 し て シ ー ル さ れ た 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 間 の 中 間 室 に よ り 、 万 一 清
掃 に よ っ て 粉 塵 が 舞 い 上 が っ て も 、 粉 塵 が シ ー ル さ れ た 上 記 の 端 面 範 囲 に 達 す る こ と が で
き ず 、 同 時 に 除 去 す べ き 粒 子 と 清 掃 ガ ス 、 不 活 性 ガ ス 等 の た め に 吸 い 出 し 横 断 面 積 が 小 さ
く な り 、 そ れ に よ っ て 吸 い 出 し 流 量 が 増 大 し 、 吸 い 出 し 出 力 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 技 術 水 準 の 欠 点 を 克 服 し 、 特 に 詰 め 替 え の た め の 流 通 開 口 の 開
放 の 前 お よ び 流 通 開 口 の 閉 鎖 の 後 で 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 接 続 短 管 が 互 い に 確 実
に 密 閉 さ れ る 、 冒 頭 に 述 べ た 装 置 を 改 良 す る こ と で あ る 。 更 に 、 特 に 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 軸 受
の 範 囲 の 清 掃 を 改 善 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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こ の 課 題 は 本 発 明 に 従 い 、 操 作 装 置 を 備 え 、 こ の 操 作 装 置 に よ っ て 、 固 定 保 持 装 置 が 閉 鎖
位 置 か ら 両 保 管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 を 互 い に シ ー ル す る ロ ッ ク 位 置 へ の 切 換 え の
た め に 駆 動 可 能 で あ り 、 そ し て 揺 動 装 置 が 開 放 位 置 へ の 移 動 お よ び そ れ に 続 く 開 放 位 置 か
ら 外 へ の 移 動 の た め に 駆 動 可 能 で あ り 、 そ し て 固 定 保 持 装 置 が ロ ッ ク 位 置 か ら 閉 鎖 位 置 へ
の 切 換 え の た め に 駆 動 可 能 で あ る こ と に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ の 際 、 操 作 装 置 が 駆 動 軸 と 少 な く と も ２ 本 の 出 力 軸 を 有 す る 伝 動 装 置 を 備 え 、 両 出 力 軸
が 駆 動 軸 に よ っ て 交 互 に 駆 動 可 能 で あ る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 他 の 発 展 形 態 は 、 固 定 保 持 装 置 が 一 方 で は 第 １ の 出 力 軸 に 、 他 方 で は 両 接 続 短 管
に 作 用 連 結 さ れ 、 固 定 保 持 装 置 が 好 ま し く は 第 １ の 接 続 短 管 と 第 ２ の 接 続 短 管 の 間 の 接 続
部 材 を 備 え 、 こ の 接 続 部 材 が 特 に 少 な く と も １ 個 の 差 込 み 継 手 を 介 し て 両 接 続 短 管 を 互 い
に ロ ッ ク ま た は ロ ッ ク 解 除 す る た め に 、 第 １ の 軸 線 回 り に 回 転 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ っ て 更 に 、 揺 動 装 置 が 一 方 で は 第 ２ の 出 力 軸 に 作 用 連 結 さ れ 、 他 方 で は 第 ２ の
軸 線 回 り に 閉 鎖 フ ラ ッ プ を 回 転 さ せ る た め に 両 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 少 な く と も 一 方 に 作 用 連 結
さ れ 、 揺 動 装 置 が 好 ま し く は ２ 本 の 半 軸 を 備 え 、 第 １ の 半 軸 が 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ に 固 定
連 結 さ れ 、 第 ２ の 半 軸 が 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ に 固 定 連 結 さ れ て い る こ と が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 従 い 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 接 続 短 管 が 少 な く と も 部 分 的 に 互 い に 固 定 連
結 さ れ て い る ロ ッ ク 位 置 と 閉 鎖 位 置 と の 間 お よ び ／ ま た は 開 放 位 置 と ロ ッ ク 位 置 と の 間 で
、 清 掃 位 置 に お い て 大 気 と 製 品 に 対 し て 閉 じ た 清 掃 室 を 画 成 す る た め に 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ が
少 な く と も 領 域 的 に 互 い に 離 隔 可 能 で あ る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ っ て 更 に 、 接 続 部 材 が 少 な く と も １ 個 の 突 起 ま た は 少 な く と も １ つ の 凹 部 を 備
え 、 接 続 部 材 の 各 々 の 突 起 ま た は 各 々 の 凹 部 が ロ ッ ク 位 置 で 第 １ の 接 続 短 管 お よ び ま た は
第 ２ の 接 続 短 管 の 凹 部 ま た は 突 起 に 固 定 係 合 し 、 特 に 開 放 位 置 と ロ ッ ク 位 置 の 間 で 接 続 部
材 を 第 １ の 軸 線 回 り に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 閉 鎖 フ ラ ッ プ を 互 い に 離 れ る よ う に 動 か す
か あ る い は 特 に 閉 鎖 位 置 と ロ ッ ク 位 置 の 間 で 閉 鎖 フ ラ ッ プ を 互 い に 近 づ く よ う に 動 か す た
め に 、 好 ま し く は 接 続 部 材 ま た は 接 続 短 管 の 各 々 の 突 起 ま た は 各 々 の 凹 部 が 少 な く と も 領
域 的 に 第 １ の 軸 線 に 対 し て 角 度 を な し て い る こ と が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
更 に 、 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 少 な く と も １ つ の 凹 部 お よ び ／ ま た は 隆 起 部 を 有 す る 第 １ の
端 面 を 備 え 、 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 第 １ の 端 面 に 対 応 す る 第 ２ の 端 面 を 備 え 、 両 端 面 が 少
な く と も 開 放 位 置 で 互 い に 封 隙 的 に 接 触 し 、 好 ま し く は 清 掃 位 置 に お い て 端 面 が 少 な く と
も 凹 部 お よ び ／ ま た は 隆 起 部 の 範 囲 に お い て 互 い に シ ー ル さ れ 、 清 掃 室 が ほ ぼ リ ン グ 状 で
あ る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 発 展 形 態 は 更 に 、 開 放 位 置 に お い て 流 通 開 口 を 拡 大 す る た め に 、 第 １ の 閉 鎖 フ ラ
ッ プ が 第 １ の 端 面 と 反 対 側 に 少 な く と も １ つ の 第 １ の 凹 部 を 備 え 、 お よ び ／ ま た は 第 ２ の
閉 鎖 フ ラ ッ プ が そ の 第 ２ の 端 面 と 反 対 側 に 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 凹 部 を 備 え 、 好 ま し く
は 第 １ の 凹 部 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 凹 部 が ほ ぼ 球 面 状 の 切 欠 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
更 に 、 開 放 位 置 に お い て 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 少 な く と も 一 部 が 第 ２ の 接 続 短 管 に 係 合 し
、 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 少 な く と も 一 部 が 第 １ の 接 続 短 管 に 係 合 し て い る
と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ の 際 、 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 、 第 １ の 接 続 短 管 お よ
び ／ ま た は 第 ２ の 接 続 短 管 の 少 な く と も １ つ の 部 分 リ ン グ 状 の 凹 部 に 係 合 さ せ る た め の 少
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な く と も １ 個 の 部 分 リ ン グ 状 の 突 起 、 好 ま し く は 互 い に 向 き 合 う 部 分 円 状 の ２ 個 の 突 起 を
、 第 ２ の 軸 線 に 対 し て 同 心 的 に 備 え て い る こ と が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 代 わ り に 、 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 、 第 １ の 接 続 短
管 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 接 続 短 管 の 少 な く と も １ つ の 部 分 円 状 の 凹 部 に 係 合 さ せ る た め の
少 な く と も １ つ の 部 分 リ ン グ 状 の 溝 、 好 ま し く は 互 い に 向 き 合 う 部 分 円 状 の ２ つ の 溝 を 、
第 ２ の 軸 線 に 対 し て 同 心 的 に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
更 に 、 第 ２ の 軸 線 は 第 １ の 軸 線 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に 従 っ て 更 に 、 第 １ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ は パ ッ シ ブ 弁 の 一 部 で あ り 、 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ
プ は ア ク テ ィ ブ 弁 の 一 部 で あ り 、 好 ま し く は 第 ２ の 半 軸 が 第 ２ の 出 力 軸 に 固 定 連 結 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に よ る 発 展 形 態 で は 、 清 掃 装 置 を 備 え 、 清 掃 位 置 に お い て こ の 清 掃 装 置 を 介 し て 、
液 体 清 掃 剤 が 閉 鎖 さ れ た 清 掃 室 内 に 供 給 可 能 で あ り 、 か つ 清 掃 室 か ら 排 出 可 能 で あ る こ と
が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 は 、 １ 個 の 操 作 装 置 が 使 用 さ れ 、 固 定 保 持 装 置 と 揺 動 装 置 が 交 互 に （ す な わ ち 、 同
時 で は な く ） 駆 動 可 能 で あ る の で 、 例 え ば 駆 動 軸 を ９ ０ ° 以 上 回 転 さ せ る こ と に よ っ て ２
個 の 容 器 を 連 結 し た 後 で 、 容 器 の 接 続 短 管 は 固 定 保 持 装 置 を 介 し て ロ ッ ク 位 置 に も た ら さ
れ て 動 か ぬ よ う に 互 い に ロ ッ ク さ れ 、 そ れ に よ っ て 接 続 短 管 の 分 離 が 不 可 能 に な り 一 方 、
接 続 短 管 内 の 閉 鎖 フ ラ ッ プ が 接 続 短 管 お よ び 接 続 短 管 相 互 の 密 閉 を 行 い 、 続 い て 詰 め 替 え
を 可 能 に す る た め に 駆 動 軸 を ９ ０ ～ １ ８ ０ ° だ け 更 に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 閉 鎖 フ ラ ッ
プ が 揺 動 装 置 を 介 し て 開 放 さ れ る と い う 予 想 さ れ な い 認 識 に 基 づ い て い る 。 駆 動 軸 を １ ８
０ ° か ら ９ ０ ° に 戻 し 回 転 す る こ と に よ り 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ は 再 び 閉 鎖 さ れ 、 ９ ０ ° か ら ０
° に 戻 し 回 転 す る こ と に よ り 、 接 続 短 管 は 再 び 互 い に 分 離 さ れ る 。 接 続 短 管 が 部 分 的 に ロ
ッ ク さ れ た 状 態 、 す な わ ち ほ ぼ ロ ッ ク 位 置 で 、 詰 め 替 え の 前 と 後 で 、 接 続 短 管 と 閉 鎖 フ ラ
ッ プ の 端 面 の 一 部 の 間 の 範 囲 、 す な わ ち 大 気 と 製 品 室 に 対 し て シ ー ル さ れ す べ て の 側 が 閉
じ た 清 掃 室 と し て 形 成 さ れ 、 接 続 短 管 の ロ ッ ク に 基 づ い て 不 意 に 開 放 し な い い わ ゆ る 突 き
合 わ せ 室 は 、 詰 め 替 え 製 品 お よ び ／ ま た は 大 気 の 汚 染 の 危 険 な し に 、 清 掃 液 体 で 清 掃 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 他 の 特 徴 と 効 果 は 、 概 略 的 な 図 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る
次 の 記 載 か ら 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ か ら 分 か る よ う に 、 本 発 明 に よ る 装 置 １ は 、 図 示 し て い な い 第 １ の 容 器 の 第 １ の 接 続
短 管 １ ０ を 含 む 。 第 １ の 容 器 が 図 示 し て い な い 第 ２ の 容 器 に 連 結 さ れ る や 否 や 、 上 記 接 続
短 管 は 接 続 部 材 す な わ ち 接 続 リ ン グ ２ を 介 在 し て 、 第 ２ の 容 器 の 第 ２ の 接 続 短 管 １ ０ ０ ，
１ ０ ０ ′ に 支 持 さ れ る 。 こ の 第 ２ の 接 続 短 管 は ２ つ の 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。 両 接 続 短
管 １ ０ ， １ ０ ０ ， １ ０ ０ ′ に は 更 に 、 ２ 個 の 弁 ２ ０ ， １ ２ ０ が 支 承 さ れ て い る 。 こ の 場 合
、 第 １ の 弁 ２ ０ を パ ッ シ ブ と し 、 第 ２ の 弁 １ ２ ０ を ア ク テ ィ ブ と す る こ と が で き る の で 、
第 １ の 容 器 か ら 第 ２ の 容 器 に 至 る 流 通 開 口 ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ ′ を 開 閉 す る た め に 伝 動 装 置 ３
０ ０ を 用 い て ク テ ィ ブ 弁 １ ２ ０ だ け を ア ク テ ィ ブ に 操 作 す る こ と が で き る 。
図 ２ に 示 し た 清 掃 位 置 で は 、 第 ２ の 接 続 短 管 １ ０ ０ ， １ ０ ０ ′ が 接 続 リ ン グ ２ を 取 り 囲 ん
で い る 。 こ の 接 続 リ ン グ は 更 に 第 １ の 短 管 １ ０ に 作 用 し て い る の で 、 接 続 短 管 １ ０ ， １ ０
０ ， １ ０ ０ ′ は 互 い に 相 対 的 に 動 く こ と が で き な い 。 そ の た め に 、 接 続 リ ン グ ２ は 互 い に
向 き 合 い か つ 内 周 に 沿 っ て 延 び る ２ つ の 凹 部 ３ を 有 し 、 こ の 凹 部 に は そ れ ぞ れ 、 第 １ の 接
続 短 管 １ ０ の 突 起 １ １ が 係 合 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 各 々 の 突 起 １ １ は 図 ４ に 示 す よ う に
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、 第 １ の 接 続 短 管 １ ０ の 外 周 に 沿 っ て 少 な く と も 一 部 が 曲 げ ら れ た 形 で 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 １ の 接 続 短 管 １ ０ は 更 に 、 互 い に 向 き 合 う ２ つ の 凹 部 １ ２ を 備 え て い る 。 こ の 凹 部 に は
、 図 ２ の ロ ッ ク 位 置 で 、 パ ッ シ ブ 弁 ２ ０ が 係 合 し て い る 。 パ ッ シ ブ 弁 ２ ０ 自 体 は 閉 鎖 フ ラ
ッ プ ２ １ を 備 え て い る 。 こ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 端 面 ２ ２ に は 凹 部 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 閉
鎖 フ ラ ッ プ は 端 面 ２ ２ と 反 対 側 に 、 略 球 面 状 の 切 欠 部 で あ る 凹 部 ２ ４ を 備 え て い る 。 パ ッ
シ ブ 弁 ２ ０ は 更 に 、 第 １ の 接 続 短 管 １ ０ に 対 し て 閉 鎖 フ ラ ッ プ シ ー ル ２ ５ に よ っ て シ ー ル
さ れ 、 半 軸 ２ ６ に 固 定 連 結 さ れ て い る 。 パ ッ シ ブ 弁 ２ ０ は 凹 部 １ ２ に 係 合 さ せ る た め の ２
個 の 突 起 ２ ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
同 様 に 、 ア ク テ ィ ブ 弁 １ ２ ０ は 互 い に 向 き 合 う ２ つ の 凹 部 １ ０ ２ に 係 合 す る こ と に よ っ て
第 ２ の 接 続 短 管 １ ０ ０ 内 で 支 承 さ れ て い る 。 ア ク テ ィ ブ 弁 １ ２ ０ 自 体 は 閉 鎖 フ ラ ッ プ １ ２
１ を 備 え て い る 。 こ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 端 面 １ ２ ２ か ら 突 起 １ ２ ７ が 突 出 し て い る 。 閉 鎖 フ
ラ ッ プ は 端 面 １ ２ ２ と 反 対 側 に 、 球 面 状 の 切 欠 部 で あ る 凹 部 １ ２ ４ を 備 え て い る 。 ア ク テ
ィ ブ 弁 １ ２ ０ は 更 に 、 第 ２ の 接 続 短 管 １ ０ ０ に 対 し て 閉 鎖 フ ラ ッ プ シ ー ル １ ２ ５ を 用 い て
シ ー ル さ れ て い る 。 ア ク テ ィ ブ 弁 １ ２ ０ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ １ ２ １ は 第 ２ の 半 軸 １ ２ ６ に 固 定
連 結 さ れ て い る 。 更 に 、 凹 部 １ ０ ２ に 係 合 さ せ る た め の ２ 個 の 突 起 １ ２ ７ が 図 ２ に 示 す よ
う に ア ク テ ィ ブ 弁 １ ２ ０ に 設 け ら れ て い る 。 更 に 、 両 閉 鎖 フ ラ ッ プ ２ １ ， １ ２ １ の 間 に お
い て 、 図 ２ に 示 す よ う に 隆 起 部 １ ２ ８ の 一 部 が 係 合 す る 凹 部 ２ ３ の 範 囲 内 に 、 他 の 閉 鎖 フ
ラ ッ プ シ ー ル １ ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
代 替 的 な ア ク テ ィ ブ 弁 １ ２ ０ ′ が 図 ３ に 示 し て あ る 。 こ の ア ク テ ィ ブ 弁 １ ２ ０ ′ は 平 ら な
端 面 １ ２ ２ ′ と 、 こ の 端 面 １ ２ ２ ′ と 反 対 の 側 に 設 け ら れ た 略 球 面 状 の 切 欠 部 と し て の 凹
部 １ ２ ４ ′ と を 有 す る 閉 鎖 フ ラ ッ プ １ ２ １ を 備 え て い る 。 閉 鎖 フ ラ ッ プ １ ２ １ ′ は 更 に 、
片 側 に 半 軸 １ ２ ６ ′ を 備 え 、 こ の 半 軸 の 縦 軸 線 と 同 心 的 に ２ 個 の 半 円 状 の 突 起 １ ２ ７ ′ が
延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
伝 動 装 置 ３ ０ ０ は 図 ２ に 示 す よ う に 駆 動 軸 ３ ０ １ を 備 え 、 こ の 駆 動 軸 は デ ィ ス ク ３ ０ ２ と
ピ ン ３ ０ ３ を 備 え て い る 。 こ の ピ ン は 第 １ の 出 力 軸 ３ ０ ６ を 駆 動 す る た め の 凹 部 ３ ０ ５ を
有 す る デ ィ ス ク ３ ０ ４ と 、 第 ２ の 出 力 軸 ３ １ ６ を 駆 動 す る た め の 凹 部 ３ １ ５ を 有 す る デ ィ
ス ク ３ １ ４ に 交 互 に 作 用 す る 。 第 １ の 出 力 軸 ３ ０ ６ は 更 に 、 デ ィ ス ク ３ ０ ７ に 連 結 さ れ て
い る 。 こ の デ ィ ス ク は 接 続 リ ン グ ２ を 回 転 さ せ る た め に こ の 接 続 リ ン グ に 作 用 す る 。 第 ２
の 出 力 軸 ３ １ ６ は ア ク テ ィ ブ 弁 １ ２ ０ を 操 作 す る た め に 半 軸 １ ２ ６ に 繋 が っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ に 示 し た 清 掃 位 置 で は 、 す べ て の 側 が 閉 じ た 清 掃 室 ４ ０ ０ が 接 続 短 管 １ ０ ， １ ０ ０ と
閉 鎖 キ ャ ッ プ ２ １ ， １ ２ １ の 間 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 を 参 照 し て 構 造 を 上 述 し た 装 置 は 例 え ば 次 の よ う に 作 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
先 ず 最 初 に 、 第 １ の 接 続 短 管 １ ０ が パ ッ シ ブ 弁 ２ ０ と 共 に 第 ２ の 接 続 短 管 １ ０ ０ ， １ ０ ０
′ と 接 続 リ ン グ ２ に 嵌 め 込 ま れ る 。 こ の 嵌 込 み は 、 第 １ の 接 続 短 管 １ ０ が 閉 鎖 位 置 で 第 ２
の 接 続 短 管 １ ０ ０ 上 に 位 置 す る ま で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
駆 動 軸 ３ ０ １ が 図 ２ の 矢 印 Ａ 方 向 に 回 転 さ せ ら れ る と 、 ピ ン ３ ０ ３ は デ ィ ス ク ３ ０ ４ の 凹
部 ３ ０ ５ に 係 合 し 、 上 記 の 回 転 運 動 を 第 １ の 出 力 軸 ３ ０ ６ に 伝 達 す る 。 第 １ の 出 力 軸 ３ ０
６ は デ ィ ス ク ３ ０ ７ を 用 い て 接 続 リ ン グ ２ を 図 ２ の 矢 印 Ｂ 方 向 に 強 制 的 に 回 転 さ せ る 。 そ
れ に よ っ て 、 第 １ の 接 続 短 管 １ ０ の 突 起 １ １ は 接 続 リ ン グ ２ の 対 応 す る 凹 部 ３ に 係 合 す る
。 こ れ に よ り 、 差 込 み 継 手 の よ う に 接 続 短 管 １ ０ ， １ ０ ０ ， １ ０ ０ ′ を ロ ッ ク す る 。 第 １
の 接 続 短 管 １ ０ の 突 起 １ １ が 湾 曲 し て い る の で 、 接 続 リ ン グ ２ が 矢 印 Ｂ 方 向 に 回 転 す る と
き に 同 時 に 、 第 １ の 接 続 短 管 １ ０ が 第 ２ の 接 続 短 管 １ ０ ０ の 方 に 動 く （ 下 降 す る ） 。 そ れ
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に よ っ て 、 清 掃 室 ４ ０ ０ が 形 成 さ れ る 。 こ の 清 掃 室 は 図 ２ に 示 す よ う な 清 掃 位 置 で 、 大 気
に 対 し て も 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ シ ー ル １ ２ ９ に よ っ て シ ー ル さ れ た 端 面 ２ ２ ， １ ２ ２ の 間 の 範
囲 に 対 し て も シ ー ル さ れ て い る 。 そ し て 、 清 掃 室 ４ ０ ０ を 清 掃 ガ ス ま た は 清 掃 液 体 で 満 た
す こ と が で き る 。 そ れ に よ っ て 、 シ ー ル さ れ た 端 面 範 囲 を 汚 さ な い で 、 す な わ ち 残 留 物 に
よ っ て 汚 染 さ れ る こ と な く 、 詰 め 替 え 工 程 か ら 遠 ざ け る こ と が で き る 。 上 記 の 清 掃 の 後 で
、 駆 動 軸 ３ ０ １ は 更 に 回 転 さ せ ら れ 、 そ れ に よ っ て 同 時 に 、 第 １ の 接 続 短 管 １ ０ が 第 ２ の
接 続 短 管 １ ０ ０ に 対 し て 更 に ロ ッ ク さ れ 、 か つ 更 に 下 降 さ せ ら れ る 。 こ の ロ ッ ク と 下 降 は
、 閉 鎖 フ ラ ッ プ ２ １ ， １ ２ １ の 端 面 ２ ２ ， １ ２ ２ が ロ ッ ク 位 置 で 互 い に 密 封 接 触 す る ま で
行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
駆 動 軸 ３ ０ １ を 更 に 回 転 さ せ る と 、 ピ ン ３ ０ ３ が 凹 部 ３ ０ ５ か ら 外 れ 、 デ ィ ス ク ３ １ ４ の
凹 部 ３ １ ５ に 係 合 す る 。 そ れ に よ っ て 、 矢 印 Ａ 方 向 の そ れ 以 降 の 回 転 運 動 が 第 ２ の 出 力 軸
３ １ ６ に 伝 達 さ れ る 。 駆 動 軸 ３ ０ １ を 更 に 回 転 さ せ る と 、 弁 ２ ０ ， １ ２ ０ が 図 １ に 示 し た
開 放 位 置 に 回 転 す る 。 こ の 場 合 同 時 に 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ ２ １ の 突 起 ２ ７ が 第 ２ の 接 続 短 管 １
０ ０ の 凹 部 １ ０ ２ に 係 合 し 、 第 ２ の 閉 鎖 フ ラ ッ プ １ ２ １ の 突 起 １ ２ ７ が 第 １ の 接 続 短 管 １
０ の 凹 部 １ ２ に 係 合 す る 。 こ れ に よ り 、 弁 ２ ０ ， １ ２ ０ が 接 続 短 管 １ ０ ， １ ０ ０ ， １ ０ ０
′ に ロ ッ ク さ れ る 。 こ の ロ ッ ク に よ り 、 弁 ２ ０ ， １ ２ ０ を 開 放 位 置 で 互 い に 分 離 す る こ と
は 不 可 能 で あ る 。 開 放 位 置 で は 、 図 示 し て い な い 製 品 が 流 通 開 口 ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ ′ を 通 っ
て 第 １ の 容 器 か ら 第 ２ の 容 器 に 流 れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
製 品 の 詰 め 替 え が 終 了 し た 後 で 、 駆 動 装 置 ３ ０ １ は そ の 初 期 位 置 に 、 す な わ ち 図 ２ の 回 転
方 向 Ａ と 反 対 方 向 に 戻 し 回 転 さ せ ら れ る 。 こ の 場 合 、 第 ２ の 出 力 軸 ３ １ ６ の 回 転 に よ っ て
、 閉 鎖 フ ラ ッ プ ２ １ ， １ ２ １ は そ の 接 続 短 管 １ ０ ， １ ０ ０ 内 で 、 容 器 を シ ー ル す る た め に
互 い に ロ ッ ク 位 置 ま で 回 転 さ せ ら れ る 。 そ し て 、 ピ ン ３ ０ ３ が 凹 部 ３ １ ５ か ら 外 れ て 凹 部
３ ０ ５ に 係 合 し 、 そ れ に よ っ て 第 １ の 出 力 軸 ３ ０ ６ を 介 し て 接 続 リ ン グ ２ を 清 掃 位 置 に 回
転 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 清 掃 位 置 で は 、 清 掃 室 ４ ０ ０ の 新 た な 清 掃 が 可 能 で あ る 。 駆
動 軸 ３ ０ １ が 初 期 位 置 に 達 す る と 、 突 起 １ １ と 凹 部 ３ の 連 結 を 分 離 す る こ と に よ っ て 、 ロ
ッ ク が 解 除 さ れ る 。 従 っ て 、 両 容 器 は 再 び 互 い に 分 離 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
要 約 す る と 、 本 発 明 に よ る 装 置 で は 、 駆 動 軸 ３ ０ １ を 操 作 す る こ と に よ り 、 次 の 段 階 を 順
々 に 進 む こ と が で き る 。
１ ． 接 続 短 管 １ ０ ， １ ０ ０ ， １ ０ ０ ′ を 互 い に ロ ッ ク し 、 同 時 に 清 掃 室 ４ ０ ０ を 　 シ ー ル
す る 。
２ ． 清 掃 位 置 で 清 掃 室 ４ ０ ０ を 清 掃 す る 。
３ ． ロ ッ ク 位 置 に 達 し た と き に 清 掃 室 ４ ０ ０ を 閉 鎖 す る 。
４ ． 流 通 開 口 ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ ′ を 開 放 し 、 同 時 に 閉 鎖 フ ラ ッ プ ２ １ ， １ ２ １ を 接 　 続 短 管
１ ０ ， １ ０ ０ に ロ ッ ク す る 。
５ ． 製 品 を 第 １ の 容 器 か ら 第 ２ の 容 器 に 詰 め 替 え る 。
６ ． 流 通 開 口 ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ ′ を 閉 鎖 し 、 同 時 に 閉 鎖 フ ラ ッ プ ２ １ ， １ ２ １ と 接 　 続 短 管
１ ０ ， １ ０ ０ の 間 の ロ ッ ク を 解 除 す る 。
７ ． 部 分 的 に ロ ッ ク さ れ た 清 掃 位 置 で 清 掃 室 ４ ０ ０ を 開 放 す る 。
８ ． 清 掃 室 ４ ０ ０ を 清 掃 す る 。
９ ． 清 掃 室 を 完 全 に 開 放 し 、 同 時 に 接 続 短 管 １ ０ ， １ ０ ０ ， １ ０ ０ ′ の 間 の ロ ッ 　 ク を 解
除 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 、 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び 図 面 に 開 示 さ れ た 本 発 明 の 特 徴 は 、 個 別 的 に も 任 意 の あ ら ゆ
る 組 み 合 わ せ に お い て も 、 本 発 明 を い ろ い ろ な 実 施 の 形 態 で 実 施 す る た め に 重 要 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
閉 鎖 フ ラ ッ プ が そ の 開 放 位 置 に あ る 、 本 発 明 に よ る 装 置 の 横 断 面 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-507416 A 2004.3.11



【 図 ２ 】
閉 鎖 フ ラ ッ プ が そ の 清 掃 位 置 に あ る 、 図 １ に 示 し た 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
図 １ ， ２ の 装 置 で 使 用 可 能 な 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
図 １ ， ２ の 装 置 で 使 用 可 能 な 接 続 リ ン グ の 部 分 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 6月 3日 (2002.6.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
更 に 、 独 国 特 許 第 １ ９ ５ ２ ０ ４ ０ ９ 号 明 細 書 に よ っ て 、 吹 き 付 け 兼 吸 い 出 し 装 置 を 備 え た
容 器 を 連 結 す る 装 置 が 公 知 で あ る 。 こ の 装 置 は そ れ に よ っ て 行 わ れ る 詰 め 替 え 工 程 の 前 お
よ び ／ ま た は 後 で 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 清 掃 を 可 能 に す る 。 そ の 際 、 シ ー ル が 使 用 さ れ る 。 こ
の シ ー ル は 、 好 ま し く は １ ５ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 間 隔 の 場 合 に 、 閉 鎖 フ ラ ッ
プ の 間 に あ る 空 間 、 す な わ ち 突 き 合 わ せ 室 を 外 部 に 対 し て シ ー ル す る 。 こ の 場 合 、 突 き 合
わ せ 室 の 軸 受 ブ ッ シ ュ の 範 囲 が シ ー ル さ れ な い と い う 欠 点 が あ る 。 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 少 な く
と も 一 部 に 対 す る 突 き 合 わ せ 室 の シ ー ル は 、 独 国 特 許 第 ２ ９ ９ ５ ９ ７ ３ 号 明 細 書 に 記 載 さ
れ て い る 。 突 き 合 わ せ 室 に 対 し て シ ー ル さ れ た 閉 鎖 フ ラ ッ プ の 間 の 中 間 室 に よ り 、 万 一 清
掃 に よ っ て 粉 塵 が 舞 い 上 が っ て も 、 粉 塵 が シ ー ル さ れ た 上 記 の 端 面 範 囲 に 達 す る こ と が で
き ず 、 同 時 に 除 去 す べ き 粒 子 と 清 掃 ガ ス 、 不 活 性 ガ ス 等 の た め に 吸 い 出 し 横 断 面 積 が 小 さ
く な り 、 そ れ に よ っ て 吸 い 出 し 流 量 が 増 大 し 、 吸 い 出 し 出 力 が 大 き く な る 。
更 に 、 ば ら 物 の た め の ２ 個 の 容 器 を 連 結 す る た め の 装 置 が 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ９ ０ ， １ ５ ２
号 明 細 書 に よ っ て 公 知 で あ る 。 こ の 装 置 は ２ 個 の 接 続 短 管 と １ 個 の 固 定 保 持 装 置 を 備 え て
い る 。 各 々 の 接 続 短 管 は ほ ぼ 円 形 の シ ー ル で 支 持 さ れ た ス ロ ッ ト ル 弁 を 備 え て い る 。 こ の
場 合 、 ス ロ ッ ト ル 弁 は 揺 動 駆 動 装 置 を 介 し て ア ク テ ィ ブ に 回 転 可 能 で あ り 、 パ ッ シ ブ の 第
２ の ス ロ ッ ト ル 弁 に 接 触 し て こ の パ ッ シ ブ の 第 ２ の ス ロ ッ ト ル 弁 を 一 緒 に 動 か す 。 固 定 保
持 装 置 は シ ー ル に 対 し て 半 径 方 向 に 移 動 可 能 な 少 な く と も １ 本 の ピ ン を 備 え て い る 。 こ の
ピ ン は ス ロ ッ ト ル 弁 の 閉 鎖 位 置 で 、 ス ロ ッ ト ル 弁 を 取 り 囲 む シ ー ル を 変 形 し 、 少 な く と も
１ つ の ス ロ ッ ト ル 弁 の 開 放 を 防 止 す る 。 更 に 、 装 置 は ロ ッ ク 装 置 を 備 え て い る 。 こ の ロ ッ
ク 装 置 は 両 容 器 の 接 続 の 際 に 作 用 し 、 注 ぎ 込 む と き に 接 続 短 管 の 相 互 の 分 離 を 防 止 す る 。
そ の 際 、 固 定 保 持 装 置 と ロ ッ ク 装 置 は レ バ ー を 介 し て 操 作 人 に よ っ て 同 時 に 作 動 さ せ ら れ
る が し か し 、 揺 動 駆 動 装 置 と は 別 個 に 作 動 さ せ ら れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 技 術 水 準 の 欠 点 を 克 服 し 、 特 に 詰 め 替 え の た め の 流 通 開 口 の 開
放 の 前 お よ び 流 通 開 口 の 閉 鎖 の 後 で 、 閉 鎖 フ ラ ッ プ お よ び ／ ま た は 接 続 短 管 が 構 造 的 に 簡
単 に か つ 互 い に 確 実 に 密 閉 さ れ る 、 冒 頭 に 述 べ た 装 置 を 改 良 す る こ と で あ る 。 更 に 、 特 に
閉 鎖 フ ラ ッ プ の 軸 受 の 範 囲 の 清 掃 を 改 善 す べ き で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 課 題 は 本 発 明 に 従 い 、 操 作 装 置 を 備 え 、 こ の 操 作 装 置 に よ っ て 、 固 定 保 持 装 置 が 閉 鎖
位 置 か ら 両 保 管 手 段 お よ び ／ ま た は 搬 送 手 段 を 互 い に シ ー ル す る ロ ッ ク 位 置 へ の 切 換 え の
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た め に 駆 動 可 能 で あ り 、 そ し て 揺 動 装 置 が 開 放 位 置 へ の 移 動 お よ び そ れ に 続 く 開 放 位 置 か
ら 外 へ の 移 動 の た め に 駆 動 可 能 で あ り 、 そ し て 固 定 保 持 装 置 が ロ ッ ク 位 置 か ら 閉 鎖 位 置 へ
の 切 換 え の た め に 駆 動 可 能 で あ る こ と に よ っ て 解 決 さ れ る 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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